
事業計画（交付申請時） 実施結果（見込みを含む）

○延長保育促進事業 計画事業数：　　　２４事業（園） 実施事業数：　　　２４事業（園）

　（事業量および事業内容に対する評価結果）

　（新年度の事業計画に反映された改善点等）

　（子育て支援に関わる関係者間での課題の共有と連携・協力状況、行政と子育て関係者との協働についての評価結果）

○ファミリー・サポートセンター事業

①施設型別 計画か所数：　　　　　　１か所 実施か所数：　　　　　　１か所
計画会員数：　　　　　　４５９人 実績会員数：　　　　　　４５１人

　（事業量および事業内容に対する評価結果）

　（新年度の事業計画に反映された改善点等）

　（子育て支援に関わる関係者間での課題の共有と連携・協力状況、行政と子育て関係者との協働についての評価結果）

○保育所地域活動事業 （計画）：公立５か所、私立２４か園 （実績）：公立５か所、私立２４か園

　（事業量および事業内容に対する評価結果）

　（新年度の事業計画に反映された改善点等）

　（子育て支援に関わる関係者間での課題の共有と連携・協力状況、行政と子育て関係者との協働についての評価結果）

　事業量としては計画通り、実施することが出来た。（また、この２４か園とは別に、１か園が自主事業として実施している。）
　事業内容としては、補助実績において、２時間延長が１か園、1時間延長が１２か園、３０分延長が１１か園となっている。

　新年度においても、実施箇所数は前年度同様とし事業内容の充実を図る。

　延長保育に関しては、各園において地域のニーズを把握して利用見込人数を出してもらっている。

＜＜　保育に関する事業　＞＞

評　価　項　目

　この事業で、普段関わりの無いような保育園周辺の地域の方々とも交流を行うことが出来るため、お互いに面識をもち、また
子どもたちを取り巻く環境・問題について考えていくことが出来るものと考える。

　ア　世代間交流事業・・・・・・　公立５か所、私立２０か園
　　　　　講師の指導により習得した太鼓や琉舞などを老人福祉施設を訪問して披露したり、夕涼み会で地域の方々と交流を
　　　　　図った。
　イ　異年齢児交流等事業・・・ 公立２か所、私立１１か園
　　　　　卒園児とのふれあい交流会や、小学生とのスポーツ大会などで交流をした。
　ウ　育児講座の開催・・・・・・　公立２か所、私立４か園
　　　　　育児疲れの解消のためのリフレッシュ体操や、食育に関する講座等を行った。
　エ　小学校低学年児童の受入れ・・・私立３か園
　　　　　小学生１～３年生を放課後預かり、保護者が安心して就労できるよう家庭支援を行った。

　これまでの実績をもとに、さらなる内容の充実を図る。

　事業の実施により、保護者の子育てと就労の両立を支援することができ、また、援助会員の募集・研修により育児サポーター
に携わる人材の発掘、育成にも繋がった。
　会員数に関しては、計画をほぼ達成することができ、事業実績についても計画通り実施できたものと考える。

　事業の内容、事業目的等に関する周知に、なお一層力を入れたい。また、会員養成講座に改善を図りより効果的な内容とし
たい。

　利用者からは就労および子育てへの支援について一定の評価を受けているが、利用料金に改善を求める意見があり今後
の検討課題である。


